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卓 話 
平成 15 年 5 月 13 日 

 
『ロータリー財団の活動について』 

 
R 財団委員長 上松治義 会員 

 
ロータリー財団は非営利財団で、貧しい人々や有

意義なプロジェクトに対し、世界各地で人道主義に

裏付けられた補助金を支給し、財団奨学生や教員、

事業や専門職務に携わる人の国際交流に教育補助

金を支給しています。この財団の目標は、人道的、

教育的、文化交流プログラムに補助金を授与するこ

とによって世界の人々の間に理解と友好関係を増

進していくことです。このうち教育的プログラムの

国際親善奨学金はロータリー財団発足以来、民間レ

ベルとしては世界最大規模の奨学制度です。ロータ

リー財団奨学金の目的は、男女を他国の教育機関で

勉学させることによって、相異なる国民間の理解と友好関係の増進に寄与することにあり

ます。毎年 1000～1300 名くらいの財団奨学生がロータリークラブと地区、学校や市の機関、

その他のフォーラムへの参加を通して、受け入れ国の人々に対する優れた『親善使節』と

して行動しています。奨学生は研究年度中および帰国後、自分の国と留学国との国民間の

理解増進で世界平和にも寄与します。我国が派遣する奨学生は例年世界でも１番目か２番

目で、このプログラムを極めて重視していると言えます。財団の国際親善奨学金には次の

ようなものがあります。 

 1 学年度の国際親善奨学金：旅費を含めた上限支給額は米貨 25,000 ドルです。 

 マルチ・イヤー国際親善奨学金：２年の奨学金です。１年につき 12,000 ドルが支給

されます。 

 文化研修のための国際親善奨学金：３ヵ月または６ヵ月の語学強化研修と相手国の

文化に溶け込むことを目的とするプログラムです。３ヶ月の場合、10,000 ドルで６

ヶ月の場合 17,000 ドルになります。 

 ジャパンプログラム国際親善奨学金：この奨学金は日本だけが利用する奨学金で、

奨学生に日本で、日本語および文化を学ぶ機会を提供することを目的にしています。 

国際親善奨学生は帰国後、学友会を組織することとなります。世界中で多数の優秀は国

際親善奨学金の学友が活躍されています。当地区は財団寄付が世界でも大変多い優秀地区

でもあります。この好意と友情にあふれた貴重な寄付金を活かすために、クラブ内外に呼

びかけて一人でも多くの優秀な学生をご推薦いただきますようお願い致します。 


